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再犯防止推進白書の刊行に当たって

日本政策投資銀行と日本交通公社が2020年（令和2年）及び2021年（令和3年）
に、アジアや欧米豪で暮らす人を対象にコロナ禍収束後に海外旅行で訪れたい国を調査
した結果、いずれの年も日本が1位となりました。日本を選んだ理由の上位には、「治
安の良さ」が挙げられており、我が国の治安の良さは世界に誇るべき強みといえます。
他方で、刑法犯により検挙された再犯者数は減少傾向にあるものの、それを上回るペー
スで初犯者数も減少し続けているため、検挙人員に占める再犯者の人員の比率は上昇傾
向にあり、刑法犯により検挙された者の約半数は再犯者という状況が続いています。新
たな被害者を生まない「安全・安心な社会」を実現し、これを発展させるためには、罪
を犯した人が、二度と犯罪をすることなく、責任ある社会の一員として立ち直ることが
できるよう、再犯防止の取組を進めることが重要となります。

政府においては、そうした認識の下、2017年（平成29年）に、再犯の防止等に関す
る政府の施策等を定めた初めての計画である「再犯防止推進計画」（平成29年12月15
日閣議決定）を策定しました。それに基づき、国の刑事司法関係機関のみならず、国・
地方公共団体・民間協力者等が連携した取組を積み重ねてきた結果、「再犯防止に向け
た総合対策」（平成24年7月20日犯罪対策閣僚会議決定）において定められた「出所年
を含む2年間において刑務所に再入所する割合（2年以内再入率）を令和3年までに
16％以下にする」という数値目標を、令和元年出所者について15.7％と1年前倒しで
達成するに至り、令和2年出所者の2年以内再入率は更に15.1％にまで低下しました。

2022年度（令和4年度）は「再犯防止推進計画」の計画期間、すなわち5年間の最
終年度となります。そこで、本白書の特集では、「再犯防止推進計画策定後の課題と今
後の展望～当事者の声と振り返る～」と題して、「再犯防止推進計画」策定後の取組に
ついて、「主な罪名別」、「主な属性別」及び「主な実施者別」という3つの切り口で振
り返りを行い、今後の課題や展望も併せて記載しています。その過程で見えてきた課題
を踏まえ、2023年度（令和5年度）からの5年間を計画期間とする次期「再犯防止推
進計画」を更に充実したものとするとともに、より実効性のある施策を推進してまいり
たいと考えています。

本白書の発刊が、国民の皆様の再犯防止への御理解を深めていただく一助となり、罪
を犯した人の立ち直りに向けた支援の輪が広がる契機となることを期待しております。

法務大臣



○表紙の絵画作品について

「星の蛍」東日本少年矯正医療・教育センター（東京都昭島市所在）

この作品は、東日本少年矯正医療・教育センターの在院者が制作したものです。
少年院では、矯正教育の一環として、絵画を始めとする美術作品等の創作活動を

通して、情操を育むための働き掛けを積極的に行っています。
自然を好んでいた制作者は、自身が心穏やかに過ごせる場所を心に思い描き、こ

の作品を完成させました。そして、過ごすならこのような風景の場所で、と絵画に
込めた自分の気持ちを、生き生きと話してくれました。

職員一同、制作者が、二度と非行をすることなく、自分の夢をかなえ、このよう
な場所で、心穏やかに暮らしてくれることを願っています。

各ページ下部の　  について
“幸福（しあわせ）の黄色い羽根”というシンボルマークです。
犯罪のない幸福で明るい社会を願うとの意味が込められています。
更生保護のシンボルマークであるひまわりの黄色と、刑期を終え出所した男性を

あたたかく迎える夫婦愛を描いた映画「幸福（しあわせ）の黄色いハンカチ」（1977
年（昭和52年）、山田洋次監督）から着想を得て、“社会を明るくする運動”への
賛同を示す身近な協力のしるしとして、2008年（平成20年）に生まれました。
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